
令和 4 年度 授業改善推進プラン全体計画       昭島市立共成小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導内容・方法の

工夫 

教育課程編成上

の工夫 

研究や研修の工

夫 

評価活動の工夫 家庭や地域社会

との連携の工夫 

「学びに向かう力」

を育むための工夫 

・「めあて」「見通

し」「振り返り」

のある授業 

・基礎基本の確

実な習得 

・ICT機器の効果

的活用 

・言語活動充実 

・価値ある体験

活動 

・対話の設定 

・年間指導計画 

 の工夫 

（帯活動など） 

・読書活動推進 

・朝の時間の有

効活用 

・中学ブロック

統一の授業ス

タンダード 

・体験学習の充

実 

・「思いや考え

を言葉で表現

する児童の育

成」をテーマ

にした研究の

充実 

・教員同士の積

極的な授業公

開・学び合い 

・計画的な研修

日の活用 

・指導と評価の

一体化 

・授業内での評

価の工夫、授

業後の振り返

りの充実 

・児童・教員の

自己評価及び

外部評価の活

用 

・学習ボランテ

ィアなど地域

の教育力の積

極的活用 

・地域の施設や

人々との交流

や体験活動を

積極的活用 

・全校統一での

毎学期の家庭

学習習慣 

・単元を見通し

た授業づくり 

・興味・関心を

高める導入 

・自己選択・自

己決定の場の

設定 

・学習内容・方

法・時間を児

童自ら調整す

る場の設定 

【学校教育目標】 助け合う子 考える子 きたえる子 

【学校経営方針】未来を生き抜き、未来を創る「たくましく」「しなやかな」共成っ子の育成 

「学びがい」「やさしさ」「元気」を感じ「自分らしさ」を発揮できる学校 

 

 育てたい資質・能力  児童の環境と現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校における学力向上とは 

・学習に主体的に取り組み、粘り強く課題を解決することができる 

・自分の思いや考えをもち、それを共有することができる 

・既習事項を活用し、新しい課題に取り組むことができる 

目指す主体的な学び 

◆学ぶことへの興味・関心、学習の振り返りの中で 

よさや可能性への気付き 

目指す深い学び 

◆各教科等の特質に応じた思考・判断・表現 

◆関係性やつながり、系統性などへの気付き・納得 

目指す対話的な学び 

◆児童同士の協働・教職員や地域の人との対話や

交流の中で気付き・思い・考えの共有 

 
多様な

課題 

 授業改善の視点 

① 生きて働く知識・技能を習得・活用する力 

② 思考力・判断力・表現力 

③ 主体性・自己調整力・課題解決力 

④ 協働力 

⑤ 創造力 

 

① 学習に前向きな児童が多い 

② ICT を効果的に活用している 

③ 児童の学力差が大きい 

④ 発展的学習が苦手な児童が多い 

⑤ 既習事項を活用する力が弱い 

 

 授業改善  
個別最適な学び 

協働的な学び 

の実現 



令和４年度 授業改善推進プラン各教科 

昭島市立共成小学校 

国語科 

学年 
授業における課題 

（児童の実態・指導上の課題） 
具体的な授業改善策 

１年 
・ひらがなの読み書きが苦手。 

・文章がすらすら読めない。 

・個別の課題を用意して継続して練習する。 

・授業の中で音読の時間を確保する。 

２年 
・語彙力が乏しい。 

・自分の考えを表現することが苦手。 

・いろいろな言葉に触れる。意味を確認する。 

・感覚を言語化する機会を増やす。 

３年 

・漢字を正しく書くことができない。 

・語彙力が低く、文章の意味を想像すること

が難しい児童が一定数いる。 

・指書きのソフトを活用し、児童の正しい漢字習

得につなげていく。 

・言葉のイメージを広げられるように辞書やタブ

レットを活用したり、教科書の文言をよく読み込

ませたりしていく。 

４年 

・書くことに関して、表現の工夫、文章の構

成、間違いを正す、読み手を意識すること等

定着していない。 

・日常の中で確認できるように、掲示物を活用し

て意識させる。見本となる文を共有して参考にさ

せる。 

５年 
・文章の要旨をとらえるのが難しい。 

・考えを言葉で伝えるのをためらう。 

・要旨につながる表現を探す取組を増やす。 

・安心して発信できる場の設定を工夫する。 

６年 

・物語文全体を意識した読みに課題がある。 

 

・意見文、説明文の学習と関連させ「はじめ」「中」
「終わり」を意識した文章を書く機会を多くす
る。 

・自分や友達の考えを表などにまとめ、整理でき

る思考ツールを活用する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



算数科 

学年 
授業における課題 

（児童の実態・指導上の課題） 
具体的な授業改善策 

１年 
・基本的な計算の意味が理解できない。 

・考え方を説明できない。 

・具体物を使った操作活動を増やす。 

・自分の考えを書く活動を増やす。 

２年 

・基本的な計算の意味が理解できない。 

・自分の考えを友達に説明できない。 

・具体物や多様な例を示しながら意味の理解を深

めさせる。 

・図や式、言葉で考えを書く機会を作る。 

３年 

・計算などの単純な学習には意欲的に取り組

むが、そのやり方の理由（例：筆算の仕組み

や１０倍の計算で 0を一桁増やす理由）を知

り、それを生かしたり、考えたりすることに

は消極的である。 

・じっくり思考する習慣が少なく、理解する

力が低い。 

 

・繰り返し、考えさせる授業の実施と、ノートに

考えを書いたり、考えを話したりする活動を今後

も積極的に取り入れる。 

・学力の段階に合わせた授業の展開により、どの

児童も「できた、わかった」の感覚を増やす。 

４年 

・問題解決の過程や結果を考察し説明する力

が不十分である。 

・ペアや小集団の中で必ずアウトプットする機会

を設定することで、説明することに慣れさせ自分

に不足している部分を補わせる。 

５年 
・割合の問題の立式が苦手である。 

・自力解決のねばりに欠ける児童が多い。 

・具体的な数量や多様な例を使って考えさせる。 

・スモールステップを意識して指導する。 

６年 

・基礎的な問題を解く技能は身に付いている
が発展的な問題解決には課題がある。 

・文章題で場面を正しく読み取れない。 

・段階や習熟に応じて発展的な問題や問題作りに
取り組ませていく。 

・必要な情報を読み取る活動を増やしていく。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

社会科 

学年 
授業における課題 

（児童の実態・指導上の課題） 
具体的な授業改善策 

３年 

・生活経験が乏しく、実体験と結び付けるの

が難しい。 

 

・タブレットを活用し、映像を見せたりグーグル

アースで昭島市の様子を調べたりして、視覚的に

事象を捉えられるようにする。 

４年 
・資料等から情報を読み取る、考えたことを

表現する力が足りない。 

・情報から何を読み取るか視点を与える。表現す

る際に見本を示すことで参考にさせる。。 

５年 
・地理的な感覚が育っていない。 

・学習課題を考える際、教師主導になる。 

・ICTを活用して繰り返し地図に触れさせる。 

・考えを深められる資料を用意して思考を促す。 

６年 

・歴史への関心が高いが知識の定着に差があ
る。 

・資料に対して、多角的な視点から資料を読

み取れるようになってきたがそれを表出する

のは苦手である。 

・繰り返し知識を確認する学習では、くじらーニ
ングなどの ICT機器を活用する。 

・資料から分かったことを交流する場を増やす。 

 

理科 

学年 
授業における課題 

（児童の実態・指導上の課題） 
具体的な授業改善策 

３年 

・実験の結果からわかることと実験の結果の

違いを理解できている児童が少ない。 

・毎実験、観察ごとに、結果とそこからわかるこ

との違いを意識させる。 

・実験のねらいを明確にさせて授業を展開する。 

４年 
・実験結果から考察し、表現することが苦

手。 

・表現の仕方について見本となる児童を紹介し全

体で共有する。 

５年 
・実験器具の使い方の理解が浅い。 

・実験計画の段階の条件制御の理解が浅い。 

・経験を積んで器具の使い方に慣れさせる。 

・様々な単元で条件制御を意識して学習させる。 

６年 

・自分の経験に結び付けて考えるのが苦手。 

・結果と予想を比較して考察する力が低い。 

・視覚化する工夫をして、表現する時間を確保す
る。 

・観察や実験結果、また結果と予想を比較した考

察の時間を確保する。 

 

生活科 

学年 
授業における課題 

（児童の実態・指導上の課題） 
具体的な授業改善策 

１年 
・動植物と接したり、遊んだりする経験が少

ない。（気づく、繰り返し試す等） 

・動植物と接する活動を増やし、五感を使い、繰

り返し関わる場を設定し、気づきを増やす。 

２年 
・観察力、表現力がもう少し。 

・感染症対策で人との関わりが少ない。 

・ものの見方や表現をいろいろ提示する。 

・他学年や地域の方々との関わりを増やす。 

 



総合的な学習の時間 

学年 
授業における課題 

（児童の実態・指導上の課題） 
具体的な授業改善策 

３年 

・調べたことをどのように発表すれば良い

か、学ぶ必要がある。 

・発表に向けて必要なパソコンスキルや発表形式

など、児童が知らないこと、行ったことのないこ

とがあるので、授業を通して一つ一つ体験させて

いく。 

４年 

・探究的な見方、考え方に苦手さを感じてい

る児童がいる。 

 

・各教科で学習した見方、考え方をどのように活

用できるか共有する時間を設定する。探究的な学

習を繰り返し行うことができるように時間を確保

する。 

５年 
・まとめ学習に自分の意見が少ない。 

・活動する際、目的意識が薄れやすい。 

・調べることに終始せず自分の考えをもたせる。 

・活動の目的に立ち返りつつ指導を進める。 

６年 

・調べたことを理解し切れていない。 

・課題を見付けることが苦手。 

・自分の言葉で表現する場を増やしアウトプット

することでより深い理解につなげる。 

・視覚的に課題を見せたり、意見交流の場を増 

やしたりして興味関心を深めていく。 

 

体育科 

学年 
授業における課題 

（児童の実態・指導上の課題） 
具体的な授業改善策 

１年 
・基礎的な体力が低い。 

・自分の体の動きを調整する力が弱い。 

・体育の時間の中で運動量を確保する。 

・授業の最初にいろいろな動きを入れる。 

２年 
・上体起こし、長座体前屈、反復横跳び、５

０ｍ走が平均以下 

・コーディネーショントレーニングなどを活用

し、繰り返し指導し、運動量を増やす。 

３年 

・体を動かすことは好きな児童が多いが体力

の向上に結び付いていない。 

・楽しく活動しているが、基本的な運動能力

がとても低い。 

・基本的な運動を、授業の初めに計画的に取り入

れ、児童の変化を教員も児童自身も感じ取れるよ

うにしていく。 

・授業時間以外にも体を動かす活動を促す。 

４年 

・体力テストの結果より、大体の種目で東京

都平均よりも数値が低い。 

・身に付けたい力について、授業の初めに帯で繰

り返し取り組む。運動の特性について知識として

理解する時間を設定する。 

５年 
・ゲームが好きで運動が苦手な児童が多い。 

・持久力・瞬発力がない。 

・体を動かすことの楽しさが使わる工夫をする。 

・帯活動で苦手な領域の活動を増やす。 

６年 

・反復横跳び、立ち幅跳びに課題がある。 

・ボール運動に対して苦手意識がある。 

・めあてをもって体づくり運動に取り組めるよう

に授業を工夫していく。 

・場の設定を工夫し、スモールステップで達成感

をもたせるようにする。 

 

 


